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職員一同は、患者さまの権利と立場を尊重し、地域と密着した

【安心と信頼をいただける病院】
                                                    をめざします。
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独立行政法人
国立病院機構和歌山病院

開放型病院12周年記念講演会のご案内

公費負担医療について

数字で見る和歌山病院

紀央館高校インターンシップを受け入れて

看看連携研修会を開催しました

開放型病院登録医マップ

開放型病院12周年記念講演会を開催いたします。

講師 ：  和歌山健康センター理事長  茂原 治 先生

H23.３.26（土） 16:00～ 於 当院研修棟

講演 ：  「産業保健と病診連携」
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当院は平成18年６月12日に県下で２番目に地域医療支援病院の承認を受けています。

支援病院の紹介率の承認基準は紹介率60％以上かつ逆紹介率30％以上となっておりますが、近隣医療機関と

の連携により高い率が維持できています。今後もよりいっそう医療連携を図り地域医療に貢献してまいります。

数字で見る和歌山病院　【平成22年度】

・ 紹介率　：初診患者のうち他の医療機関からの紹介患者の割合
・ 逆紹介率：初診患者を他の医療機関へ紹介した割合　　　「和歌山県保健医療計画《地域医療支援病院の承認要件》」より

講演： 「産業保健と病診連携」

講師：財団法人和歌山健康センター

理事長 茂原 治 先生

日時： 平成 23 年 3 月 26 日（土）16:00～

場所： 国立病院機構和歌山病院 研修棟 2 階

紀央館高校「インターンシップ（就業体験）」を受け入れて
教育担当看護師長　豊田裕紀子

　２月１日～２日の２日間、紀央館高校１年生２名の

インターンシップを受け入れました。今回の体験目的

は「自己の職業適性や将来設計を考える機会とする」

でした。

 １日目は、会う職

員ごとに「あなた

の職種と業務内容

を教えてください。

」とインタビュー

しながら病院内を

歩きました。質問

を受けた職員は突

然の質問に驚きな

がらも、自信を持って答える人や高校生にわかりやす

い言葉を選択しながら説明する職員など、業務の手を

止めて丁寧に答えていました。学生さんも「ドラマな

どでは医師と看護師だけが目立っているが、実際には

病院は多くの職種が動いていること驚きました。」と感

想を述べられ、私自身も一緒に歩きながら、本当に多

くの職種が関係しあって機能していることを改めて実

感しました。

　２日目の午前は自

分の興味ある進路に

つながる職場に入り、

実際に体験もさせて

いただきました。午

後からは、重症心身

障害児（者）病棟で

節分行事にも参加し

ました。「スタッフの皆さんが、一人一人の患者さん

のことをよく理解して接しておられるのがわかりまし

た。」との感想があり、続いて「ぜひ、理学療法士に

なりたいと思います。」「私は看護師になりたいとい

う思いがますます強くなりました。」等の意見も聞か

れました。

　１日目は少し緊張気味だった二人も、２日目にはと

ても生き生きとした表情になって、積極的にスタッフ

に質問される姿やうれしそうに回答する職員の表情を

見て、体験を受け入れた私たち指導スタッフも喜びに

浸ることができた2日間となりました。今後も地域で

活躍する次世代の方たちへのサポートをしていきたい

と思います。

開放型病院12周年記念講演会
               （地域医療支援病院講演会）のご案内

　当院では地域の医療機関との連携の推進に努め、開放型病院を運営しています。地域の皆様方のご

支援ご協力により12年が経過し、また平成18年6月に地域医療支援病院の名称を取得し、順調に運営

を図れているところです。

　日頃のご協力に感謝し、また地域医療への更なる貢献を目指し、下記の通り日高医師会との共催に

より、地域医療に携わる関係者の皆様を対象にした記念講演会を開催いたします。多数のご参加をお

待ちしております。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
救急患者受入状況 98 104 120 110 116 111 115  95 126 133 1,128

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総計
地域医療支援病院紹介率 89.9% 87.3% 90.3% 92.4% 88.7% 85.9%       84.1%

地域医療支援病院逆紹介率 76.0% 68.4% 83.7% 66.7% 79.4% 99.3%

72.6%

65.9% 77.8%

公費負担医療について
　みなさんが病院にかかるとき、病気の種類や状態に

よっては、医療費の全額や健康保険の自己負担分を、

国や地方自治体が助成してくれるものがあります。こ

れらを公費負担医療といいます。

　当院で取り扱っているものの中に更生医療がありま

す。これは障害を持つ方が生活上必要な能力を獲得す

るため、または身体の機能障害を軽減・改善するため

の医療です。自己負担は原則、医療費の１割となりま

すが、負担が重くなりすぎないよう、所得に応じて

１ヶ月あたりの上限額が決められています。

　申請は各市町村の窓口でおこない、必要な書類を提

出します。審査の上、認められれば受給者証が発行さ

れます。

　医療機関では、資

格をもっていても受

給者証を提示しなけ

れば公費負担を受け

ら れ ま せ ん 。 ま た 、

当院では公費を申請

中に受診された方は

精算を一時保留扱い

としておりますので、

更生医療などの公費

負担医療を申請中または申請予定の方は、必ず窓口に

てお申し出ください。

77.8%

79.5%

82.7%

82.7%

74.7%

82.5%

第15回『看看連携研修会』を実施しました
地域医療連携室　塩路好美
第１病棟看護師　小山直美

　平成23年1月18日、今回は「心不全をくり返す患

者の看護について」をテーマに、地域の在宅支援ス

タッフの方々とともに『看看連連携研修会』を開催し

ました。

　我が国の人口動態と同様に、当地域でも超高齢化に

よる独居生活者や老老介護の方々が増加の傾向にあり、

日常の生活管理が十分に出来ていないことから心不全

を繰り返している在宅患者さんの来院が増えています。

また、入院後の治療により軽快退院をされても数ヶ月、

あるいは数週間後に再入院される患者さんもいらっ

しゃいます。

　そこで、今回の研修会では「心不全症状の理解を深

め、早期対応や生活指導の重要性について在宅スタッ

フの方々とともに学習する」ことを目的として開催致

しました。

　家族向けの［心不全パンフレット］を使用し、病態

生理や治療内容について説明を行い、当院で実際に入

退院を繰り返している患者さんの事例を通して、課題

確認や意見交換をおこないました。意見交換では、日

常生活の管理（特に確実な服薬と病態の重症度に合わ

せた運動制限等）が心不全症状の発症予防につながる

こと、そして、個々の患者に合った管理手段・方法を

検討するためには医療支援を行っている在宅支援ス

タッフの方々との情報共有や看護連携が極めて重要で

あるとの発言がありました。さらに、入院時には状態

悪化の要因を早期にアセスメントし、在宅支援スタッ

フに対して退院後の生活管理方法に関する情報提供を

密に行うこと等により、在宅で生活される患者さん一

人ひとりが“その人らしい日常生活を１日でも長く過

ごせるよう”連携良く働きかけていきたいと思ってい

ます。本研修会では、当院の栄養管理室：須賀室長よ

り塩分制限ある患者さんへの食事指導の実際について、

塩分を我慢させるのではなく、具沢山の汁物やから揚

げを3個食べられる盛り付け方の工夫などを教えてい

ただき、今まで持っていた考え方を見直すきっかけと

なりました。

　今回、残念ながら参加できなかった皆様には次回の

研修会への参加をお待ちしております。
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